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和泉市消防本部では、今月１日に「和泉
市消防本部・和泉消防署」が移転し新庁
舎が開庁しました。
庁舎の主体となるカラーは、消防職員
が固い意志を持ち一枚岩となって災害に
立ち向かうという意思を表した岩のグレ
ーを採用しています。
庁舎のシンボルとなる和泉市消防本部
のロゴは、消防車の赤色を基調とし、夜に
なれば光を灯し、和泉市民の安全を照らし
ます。
庁内は、ユニバーサルデザインの理念
を取り入れ、障がい者等の利便性に配慮
したバリアフリートイレを全ての階に設置
し、来庁者が不自由なく使用できる庁舎
となっており、子どもたちの思い出に残る
現場外とうの試着コーナーや上階から消
防車両を見渡せるスポットを設けていま
す。
この移転に伴い、和泉市の主要道路に
接することとなり、現場到着時間の短縮
や緊急輸送道路に指定されている国道２
６号へのアクセスも向上し、多岐にわたっ
て諸活動の効率化が期待できます。

当消防組合では、令和６年４月１日より
映像通報システム「Live119®」を導入して
います。本機能は、通報者が音声だけで
現場状況を伝えることが困難な場合に、
スマートフォンを用いて消防指令センター
とLive中継を行うものであり、より正確な
状況が把握できるシステムです。
本年８月に当管内において、本機能を
用いて救命の連鎖が繋がる事案がありま
した。
傷病者は30代男性で「夫が痙攣してい
る」と家族からの通報でしたが、呼吸の有
無が不明瞭であったため、指令員が
Live119®で映像を確認すると、心肺停止
状態の疑いがあったため、直ちに口頭指
導を行うと同時に、応急手当（胸骨圧迫）
のモデル動画をスマートフォンに送信する
機能を用いて、映像を活用した口頭指導
を行いました。
その結果、救急車内で心拍が再開し、
約１か月後に社会復帰を果たされたとい
う事例でした。映像伝送による情報共有
ツールを用いた救命の連鎖で、今後も一人
でも多くの尊い命を救っていきます。

守口市門真市消防組合消防本部
映像通報システム「Live119®」を
用いた救命の連鎖

和泉市消防本部
和泉市消防本部・和泉消防署
新庁舎開庁
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泉大津市消防本部では、救助技術の
向上を目的として、昨年度にエートス共同
組合様と「訓練車両貸し出し等に関する
協定」を締結しており、このたび、協定
に基づき無償提供いただいた車両により
救助救出訓練を実施しました。
この訓練では、交通事故による車内へ
の閉じ込めや車両の下敷き事案を想定
し、日常の訓練では容易に経験ができな
い車両の切断や破壊、ドアの開放など、
救助隊を中心に消火隊員等が相互に連携
を図り、様々な救助用資器材を使用した
救出方法を確認しました。
また、訓練を通じて車両の特性や基本
構造を理解することで、活動隊員及び要
救助者の安全確保につながるものと期待
しています。
今後は、日々進化する電気自動車・水
素自動車などの次世代自動車に対応する
ための訓練及び教養（感電及び爆発の
リスク）を実施し、当市消防職員のさら
なるスキルアップに努めてまいります。

本市では、中消防署富田分署の庁舎建
て替えを行うとともに、ポンプ操法訓練を
はじめとする各種消防訓練や研修が実施
可能な消防団拠点施設を新たに整備し、
令和6年10月1日（火）から運用を開始し
ました。
本施設は、富田分署との合同庁舎で、
敷地面積約5,501㎡、延床面積約1,764
㎡の鉄筋コンクリート造地上3階建て。消
防団の活動拠点となる研修室、情報収集
設備室などを備えるほか、屋外にはポンプ
操法訓練、放水訓練、水防訓練、規律訓
練など各種訓練が実施可能な訓練スペー
スを設け、その規模は大阪府内最大を誇
ります。
また、屋上に非常用発電設備及び受水
槽を設置し、災害時に活動拠点として必要
な機能を確保するとともに、地下に有効
貯留量265㎥の雨水貯留施設と容量40
㎥の耐震性貯水槽を設置。さらに、大規
模災害時には、受援施設として応援部隊
の集結場所としても活用できます。本施設
の運用開始により、消防団を中核とした
地域防災力のさらなる強化を図ります。

高槻市消防本部
府内最大規模の
消防団拠点施設が完成

泉大津市消防本部
実車を使用した交通事故
救助救出訓練を実施
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株式会社大丸松坂屋百貨店　大丸大阪・梅田店
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福島区

山田 員也

令和５年度西区女性防火クラブ役員会

　
大
丸
大
阪
・
梅
田
店
は
昭

和
58
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、

Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
橋
上
通
路
と
直

結
す
る
大
型
百
貨
店
で
す
。

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
楽
し
さ

や
日
常
使
い
の
便
利
さ
を
追

求
し
、
ト
レ
ン
ド
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

な
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
、
手
み
や

げ
と
な
る
名
物
ス
イ
ー
ツ
や

惣
菜
な
ど
デ
パ
地
下
も
充
実

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
居
心
地
の
よ
い
吹

き
抜
け
の
あ
る
カ
フ
ェ
や
多

彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
レ
ス
ト
ラ

ン
に
加
え
て
、
ジ
ャ
パ
ン

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
充
実

し
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性

の
あ
る
人
気
の
大
型
シ
ョ
ッ

プ
も
揃
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
規
模
百
貨

店
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め

に
、
自
衛
消
防
隊
を
中
心
に

日
々
従
業
員
の
防
火
・
防
災

意
識
の
向
上
と
、
お
客
様
の

安
全
を
第
一
に
考
え
た
活
動

を
さ
れ
て
い
る
事
業
所
で
す
。

　
ま
た
、
北
自
衛
消
防
協
議

会
に
平
成
８
年
に
加
入
さ
れ
、

27
年
間
と
い
う
長
き
に
わ
た

り
、
北
区
の
防
火
・
防
災
意

識
の
向
上
に
も
ご
尽
力
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

福
島
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、

本
郷
和
美
委
員
長
を
は
じ
め
２
名

の
副
委
員
長
、
各
連
合
町
会
別
の

10
支
部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

「
自
分
の
家
は
自
分

で
守
る
」
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
を
合
言

葉
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
ご
家
庭
で
、
ま

た
ご
近
所
の
方
々
と

一
緒
に
、
家
庭
か
ら

の
失
火
や
放
火
を
な

く
す
た
め
の
広
報

や
、
お
と
し
よ
り
の

方
々
へ
の
支
援
と
し

て
実
施
し
て
い
る
「
ふ

れ
あ
い
喫
茶
」
「
高
齢

者
食
事
サ
ー
ビ
ス
」
な

ど
の
機
会
に
、
福
島
消

防
署
と
協
働
し
て
、
予

防
救
急
や
防
火
・
防
災

の
普
及
啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
自
己
啓
発
と

し
て
、
普
通
救
命
講

習
会
や
地
震
・
地
域

防
災
等
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催

し
、
阿
倍
野
防
災
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
防
災
関
連
施
設
見
学
会
の
開
催

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。昨

年
度
に
は
10
支
部
の
う
ち
２

支
部
が
地
震
・
地
域
防
災
等
の
研

修
会
に
参
加
し
、
７
支
部
が
施
設

見
学
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年

度
も
精
力
的
に
自
己
及
び
地
域
の

啓
発
に
取
り
組
み
、
ご
家
族
の
安

全
・
安
心
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。 

弊店では、開店前に消防訓練
や防災訓練を実施し、また、消火
器の実射訓練、急病人対応の救
命講習なども行っております。こ
れからも全従業員が、安全・安心
に対して真摯に向き合い、ご来店
いただいたお客様を笑顔でお迎
えできるよう取り組んで参ります。
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